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We 　used 　an 　interference　microscepe 　and 　a　differential　interference　contrast 　microscope 　to　observe 　the　deforrnation　of

blood　cells　and 　the 負）110wilg　microscopie 　flow．　The　osmotic 　pressure　in　the　cell　suspension 　was 　lowered　to　defblm　the

cells．　We 　chose 　elythrocytes 　and 　leukocytes　in　bIood　to　investigate　t肚eir　defbrmation　and 　break−up ．　It　was 　found　that

the　break−up 　process　was 　different　between　the　erythrocytes 　and 　the　leukocytes．　After　the　inner　biological　materials

were 　spout 　through 　membrane 　in　1。 w 　osmotic 　pressure，　the　erythrocyte 　membrane 　sti11　maintained 血e　nearly 　original

pro丘le．　On　the　other　side，
1eukocyte　membrane 　was 　rup   red 　and　shnmk 　the　scale ．　Micro　spheres　were 　dispensed　in

blood　to　Visualize　the　microscopic 　flow．　The　moving 　ofthe 　micro 　spheres 　indicated　the　hemoglobinjet　produced 　by　the
red 　cell　hemolysis．

L 緒言

　近年、生体に 関する研究は幅広い分野で 研究されて お り、本研

究にお いて も生体膜 とそ こ を通過して行わ れ るよ り生体物質の交

換に 関する研 究を流体力学的手法 に よ り行っ て い る。
　生体膜として赤血球膜は広く研究されて お り、LiChetti》

らは赤血

球を浸透圧の 異なる溶液中に入れ、膜を通過する物質の 径か ら膜

に 開い た小孔の 大きさを推定して い る。また暗視野 顕微鏡で その

ノ亅・孔 を観察して い る。，1吼 の大 き さはナ ノオーダーか らミク ロ ン

オーダーまで 自由に変化で きる と述べ て いる。BlackShearL2）らは膜

に張力が働くとナノオ
ー
ダ
ー

の ’j吼 が生じ、張力が取り除かれる

とその 小孔はふ さがる、しか し張力 を与え続けると、ノ1吼 は ミク

ロ ン オーダーに成長し、ヘ モ グロ ビンが流出し、溶血 へ つ ながる

と述べ て い る。Evansσ）
らは、赤血球を干渉顕微鏡で捉えて い る。

形 状が変わる ことによる光の干渉縞のずれか ら、干渉顕微鏡は赤

血 球の 形状 を正確に捉 え る こ とがで きる として い る。本研究で は、
生体膜と して赤血 球膜 白血 球膜を対象 とし、浸透圧 に よる 変形

を捉え ること．および赤血球 お よび白血球が壊れ る際に’亅吼 を

通る微小 な流れを捉え る こ とを 目的と して い る 。

2．実験装置

　本研 究で 使用 した血液は、指 先か ら採血 した人 の 血液 で あ る。
エ ッ ペ ン に生理食塩水を O．5ml入れた あと、一滴の血 液を入れた 。

この血球懸濁液を観察試料と して用意した。この血 球懸濁 液に蒸

留 水 を加 え流体の モル濃度 を低くす る こ とで 浸透 圧 をか け、血球

破壊の 際に生ずる流れ を微分干渉顕微鏡および干 渉顕微鏡で 観察

する。そ の際、乾噪する と、赤血球が固まっ て しま うので、湿 度

を高く保つ ように した 。 撮影は冷却 CCD カメラで 行っ た 。

3、実験結果

3．1 赤血球

　浸透圧 をか けて変形 した赤血 球を Figl に示す。微分干渉法 を

用い撮影を行っ てい るe 血液に 蒸留水を加えてか ら、2 分以内に

壊れる こ とを確 認 した。赤血 球膜は、溶血を起こ して も、ば らば

らにな るこ とはな く、透明にな っ て い くの み で あ る。この 間約 20

秒で ある 。 Fig3に干渉顕微鏡で 観察した赤血 球を示す 。 干渉顕微

鏡で 観察した赤血 球は、形 状は捉え られたが、干渉顕微鏡は作動

距離が短 いた め、浸透圧 によ る膜 の変 形 を捉 え る ことが今回 はで

きなか っ た。しか し形状の 変形を捉える方法の
一

つ と して有効で

ある こ とが確かめ られた。
3，2　 白血球

　白血球 の 破 壊過程を Fig．2 に示す。浸透圧 をか け始 めて か ら 2

分程度で、膜に亀裂が走 り、これが 大きな孔へ と広が り、内部の

物質が 放出される こ とが確認 された。膜が壊れ、完全 に解体され

るの は約 3秒間であ っ た。
4 ．結論
・　 微分干渉顕微鏡を使い、赤血球 と白血球の 膜の変形 の 違いが

　　 明 らか とな っ た。赤血球膜は、物質が 出て もその ままの 形 と

　　 して 保たれる が、白血球は内部物質が出る と収縮して い く。
・　 干渉縞顕微鏡を使うことで、生体膜の形態変化 を捉 え られ る

　 　 可能 性が 示唆 された。
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